
 

 
 

 

 

 

 

 

 １月 20 日 (火 )と 27 日 (火 )に、鬼北町役場企画振興課の方を講師に迎え、小

学５･６年生と中学１･２年生が郷土学「山城跡見学」を実施しました。20 日は

「勝山城跡」を、27 日は「萩ノ森城跡」を訪れました。  

「勝山城跡」は、山自体の高さはあまりないのですが、山の斜面をほぼ垂直に

削り落として、敵の侵入を防いだ「切岸 (きりぎし )」が残存しており、強固な防

御を備えていたことを学習しました。その後は、勝山城の城主であった芝一角の

お墓も訪れ、いろいろな策略を張り巡らせて領民を守っていたので、領民にはと

ても慕われていた人物だったということも学習しました。  

「萩ノ森城跡」は、高さのある山で途中からは「道なき道」を登り、本丸跡に

到着しました。「萩ノ森城跡」は、山の斜面を平らにして建物や柵をたてたり、

兵士が待機したりする第一の「曲輪 (くるわ )」を、第二の「曲輪」が取り囲んで

いる非常に珍しい構造であることを学習しました。  

どちらの山城跡も自然の地形を利活用していて、先人の知恵や工夫に圧倒され

た郷土学になりました。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年２月 24 日 日吉小・中学校区地域学校協働本部発行  



１月 19 日 (月 )と 30 日 (金 )に、小学校のライオン食堂で「交流給食会」を実

施しました。  

19 日は、「媛っこ地鶏」を中心にした献立で、媛っこ地鶏農家の方をお招き

しました。現在の 4･５年生が、昨年度の「郷土学発表会」で媛っこ地鶏を使用

したオリジナルのレシピを発表した時に、御覧になった御本人から、「媛っこ地

鶏を使用する時は提供します。」と、大変温かいお言葉をいただき、今回実施す

る運びになりました。御厚意で、４羽の媛っこ地鶏を提供していただき、多くの

児童たちが、口に入れた瞬間に「弾力がすごい。」と、驚きの声を上げていまし

た。  

 30 日は、「キジ」を中心にした献立で、日ごろから各分野でお世話になって

いる地域の方々をお招きしました。児童たちが、積極的に地域の方々とコミュニ

ケーションを取っている姿を見て、成長を感じました。  

地域の皆様、いつも日吉っ子たちのために、惜しみなく御協力･御支援をして

いただきありがとうございます‼  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月 27 日 (火 )に、キジ農家の方をお招きし、小学３･４年生が郷土学「キジ

の飼育について」を実施しました。ヒナのうちは身体が弱いので、春はヒナを死

なせないように大切に育てますが、ある程度育ったら、キジは頑丈になり暑さに

も強くなるそうです。他にも、エサは成長に合わせて切り替えることなどを説明

していただき、児童たちは熱心に耳を傾けていました。  

 専門家による説明は、児童たちに良い刺激を与えたようです。２月 13 日 (金 )

の「郷土学発表会」に向けて、より充実した発表ができる学習になりました。地

域の皆様、是非とも御期待ください‼  

 

 

 

 

 

 

 


